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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,大都市のますます深層化する地下空間開発における大規模地盤掘削に関連する地下水位低下
工法の影響と土留めの設計に関する研究成果をとりまとめたものであって,得られた主な成果はつぎのと
おりである｡
1.大阪地盤の帯水層の透水量係数と透水係数は,第 1洪積砂磯層,第2洪積砂磯層,大阪層群砂襟層,
沖積下部砂層,ついで沖積上部砂層の順に小さくなることを明らかにした｡また,地下水位低下工法の設
計においては単孔式透水試験あるいは粒度分布から透水係数は10倍程度大きくして評価すべきことを示し
た｡
2.室内圧密試験より求まる過圧密粘性土地盤の体積圧縮係数は,長期間の揚水によって実施した原地
盤圧密試験から得られた値の5倍程度大きく,地下水位低下による圧密沈下量を過大に推定することを明
らかにするとともに実地盤の体積圧縮係数の-軸圧縮強度にもとづく推定式を提案した｡
3.土留めの変位量と切梁軸方の計測結果を入力値とする拡張カルマンフィルターを用いた逆解析手法
によって土留め壁への作用側圧と地盤反力係数を同意し,水平地盤反力係数と標準貫入試験のN値および
-軸圧強度 quとの関係を明らかにして,水平地盤反力係数の簡易推定法を与えた｡
4.掘削側の受働土圧は荷重の除荷に対応する静止土圧にまで減少せず,掘削前の静止土圧に近いこと
を明らかにした｡この土圧の残留を掘削進行に伴う過圧密化にもとづく静止土圧係数の増加によると考え
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て,土留めの設計作用土庄の設走法を構築した｡
以上要するに本論文は,都市部大深度地下空間開発に付随する地盤掘削に関する技術的課題を論じ,そ
の評価法と新たな設計法を操示したもので,学術上,実際上寄与するところが少なくない｡よって,本論
文は,博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認める｡また,平成9年 2月21日,論文内容とそれ
に関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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